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 第 2章は、「Background (背景)」と題し、感情分析タスクに関する既存手法を俯瞰する
とともにそれらの問題点を議論し、続いて提案手法で要素技術として用いる大域的復号化
アルゴリズムと機械学習に基づく線形分類器について説明している。 




























  よって本論文は博士（情報理工学）の学位請求論文として合格と認められる。 
